
追加問題解答例「ベクトル3」

1.　四面体 OABCにおいて，点 Pを辺 ABの中点，点 Qを線分 PCの中点，点 Rを線

分 OQの中点とする．このとき，直線 ARが 3点 O,B,Cを通る平面と交わる点を Sと

し，直線 OSと直線 BCの交点を Tとする．また，線分 ASの中点をMとし，直線 OM

が 3点 A,B,Cを通る平面と交わる点を Uとする．
¡!
OA =~a，

¡!
OB =~b，

¡!
OC =~c

とするとき，次の問に答えよ．

(1) 　
¡!
ORを~a，~b，~cで表せ．

(2) 　
¡!
OSを~b，~cで表せ．

(3) 　
¡!
OTを~b，~cで表せ．

(4) 　
¡!
OUを~a，~b，~cで表せ．
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(2) 　点 Sは平面 OBC上にあるので，実数 x，yを用いて
¡!
OS = x~b+ y~c ÝÝ2

と表せる．

点 Sは直線 AR上にあるので 実数 tを用いて
¡!
AS = t

¡!
AR

すなわち
¡!
OS = (1¡ t)

¡!
OA+ t
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(3) 　点 Tは直線 OS上にあるので 実数 kを用いて
¡!
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点 Tは直線 BC上にあるので k
7
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点 Uは直線 OM上にあるので 実数 sを用いて
¡!
OU = s

¡!
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=
s
2
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7
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点 Uは平面 ABC上にあるので s
2
+
s
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s
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2.　 Oを原点とする空間において，点 A(4; 0;¡2)を通り，ベクトル~a = (1; 2; 1)に

平行な直線を l，点 B(5;¡5;¡1)を通り，ベクトル~b = (¡1; 1; 1)に平行な直線を m

とする．点 Pは l上に，点 Qはm上にあり，しかもベクトル
¡!
PQは lとmの両方に垂直

になっているものとする．このとき，次の問に答えよ．

(1) 　点 P，Qの座標を求めよ．

(2) 　内積
¡!
OP・

¡!
OQを求めよ．

(3) 　4OPQの面積を求めよ．
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(1) 　点 A(4; 0;¡2)を通り，ベクトル~a= (1; 2; 1)に平行な直線 l上に P，

　点 B(5;¡5;¡1)を通り，ベクトル~b = (¡1; 1; 1)に平行な直線m上に Q

があるので，実数 s，tを用いて
¡!
OP =

¡!
OA+ s~a= (4; 0;¡2) + s (1; 2; 1)

¡!
OQ =

¡!
OB+ t~b = (5;¡5;¡1) + t (¡1; 1; 1)

と表せる．
¡!
PQ =

¡!
OQ¡

¡!
OP = (1;¡5; 1) + t (¡1; 1; 1)¡ s (1; 2; 1)

¡!
PQ ? l かつ

¡!
PQ ? m より

¡!
PQ ? ~a かつ

¡!
PQ ? ~b であるから

¡!
PQ ¢ ~a= 0 かつ

¡!
PQ ¢ ~b = 0

これより
¡!
PQ ¢ ~a= (1¡ 10 + 1) + t(¡1 + 2 + 1)¡ s(1 + 4 + 1) = ¡8 + 2t¡ 6s= 0
¡!
PQ ¢ ~b = (¡1¡ 5 + 1) + t(1 + 1 + 1)¡ s(¡1 + 2 + 1) = ¡5 + 3t¡ 2s = 0

すなわち U t¡ 3s = 4
3t¡ 2s = 5

　 Ú s = ¡1，t= 1

ゆえに
¡!
OP = (4; 0;¡2)¡ (1; 2; 1) = (3;¡2;¡3)
¡!
OQ = (5;¡5;¡1) + (¡1; 1; 1) = (4;¡4; 0)

よって P(3;¡2;¡3)，Q(4;¡4; 0)

(2) 　
¡!
OP ¢

¡!
OQ = 3 ¢ 4 + (¡2)(¡4) + (¡3) ¢ 0 = 20

(3) 　
¡!
OP

2
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¡!
OQ

2
= 42 + (¡4)2 + 02 = 32

4OPQの面積を Sとすると
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